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親
子
等
同
居
住
宅
建
設
応
援
事
業

親
等
と
同
居
す
る
若
い
世
代
の
定
住
を
支
援
し
ま
す

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
制
度
を
創
設
し
ま
す

空
き
家
・
宅
地
情
報
を
移
住
・
定
住
希
望
の
都
市
住
民
へ
提
供

　
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
、
大
変
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
飯
山
市
で
も
家
庭
内
で
の
子
育
て
、
高
齢
者
介
護
な
ど
世
代
間
で
支
え

合
う
機
能
が
少
し
ず
つ
低
下
し
て
お
り
、若
い
世
代
の
定
住
施
策
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
親
等
と
同
居
す
る
た
め
の
住
宅
の
新
築
・
増
築
で
借
り
入
れ
る
資

金
の
利
子
の
一
部
を
補
給
し
、
若
い
世
代
の
市
内
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　親等と同居しようとする（している）方がその住宅を新築または増築す
るために資金を借り入れた場合に、その借入金利子の一部を補給します。
　■利子補給に係る借入対象限度額…1000万円
　■利子補給額…借入金額（残高）の年１％以内
　■利子補給期間…借入当初から３年間
※事業年度は平成20年度から22年度までの3年間とします。

「親子等同居住宅建設応援事業」支援の内容

 

対
象
と
な
る
方

　
市
内
に
親
等
と
同
居
す
る
目

的
で
住
宅
を
新
築
ま
た
は
増
築

す
る
方
で
、
飯
山
市
内
に
親
等

と
同
居
し
て
い
る
方
、
ま
た
は

現
在
は
親
等
と
別
居
し
て
い
る

が
新
築
ま
た
は
増
築
年
度
の
３

月
31
日
ま
で
に
同
居
す
る
方
。

●
同
居
と
は
、
親
等
の
住
宅
の
同
一

敷
地
内
に
住
宅
を
新
築
ま
た
は
既

存
の
住
宅
を
増
築
し
た
場
合
も
含

む
も
の
と
し
ま
す
。

●
親
等
と
は
、
住
宅
の
新
築
ま
た

は
増
築
年
度
の
３
月
31
日
ま
で
に

60
歳
以
上
と
な
る
父
母
、
祖
父
母

等
の
親
族
を
い
い
ま
す
。

●
面
積
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

新
た
に
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象

と
な
る
住
宅
の
新
築
、
増
築
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

●
「
飯
山
市
内
定
住
・
回
帰
支
援

住
宅
建
設
促
進
事
業
（
平
成
20
年

度
ま
で
）」
に
該
当
す
る
方
は
、
こ

の
事
業
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
親
等
と
の
共
有
名
義
の
住
宅
で

連
帯
債
務
と
し
て
借
り
入
れ
る
場

合
は
、
そ
の
共
有
割
合
に
よ
り
按

分
し
、
対
象
者
の
借
入
に
か
か
る

利
子
の
み
対
象
と
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
の
空
き
家
・

宅
地
を
有
効
活
用
し
、
飯
山
市

民
と
都
市
住
民
の
交
流
拡
大
と

定
住
促
進
に
よ
り
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、４
月
よ
り
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
制
度
を
創
設
し

ま
す
。

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
へ
の
空
き
家
情
報
登
録
の
流
れ

①
賃
貸
・
売
却
物
件
の
登
録

　
賃
貸
・
売
却
物
件
の
提
供
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
空
き
家
バ
ン
ク
登

　
録
申
込
書
」
へ
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
市
役
所
い
い
や
ま
住
ん
で

　
み
ま
せ
ん
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
現
地
確
認

　
市
の
担
当
者
と
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
北
信
支
部
（
以
下
宅
建
協
会
）

　
の
担
当
者
が
、
現
地
で
物
件
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

■
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
…

　

市
内
の
使
用
さ
れ
てい
な
い
住

宅
・
宅
地
等
を
所
有
者
の
方
か

ら
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、物
件

の
購
入
・
賃
借
を
希
望
す
る
方
々

に
市
か
ら
空
き
家
情
報
を
提
供

す
る
も
の
で
す
。

③
空
き
家
情
報
の
提
供

　
調
査
の
結
果
、
適
正
な
物
件
と
認
め
ら
れ
る
と
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

　
さ
れ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
市
窓
口
で
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

④
物
件
の
交
渉

　
物
件
の
希
望
申
し
込
み
が
あ
る
と
、
市
か
ら
物
件
提
供
者
へ
連
絡
し
、

　
宅
建
協
会
の
仲
介
に
よ
り
交
渉
と
な
り
ま
す
。
こ
の
際
、
法
律
に
基
づ

　
く
仲
介
手
数
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
市
役
所
い
い
や
ま
住
ん
で
み
ま
せ
ん
課 

移
住
定
住
係
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お
問
い
合
わ
せ　
市
役
所
い
い
や
ま
住
ん
で
み
ま
せ
ん
課 

移
住
定
住
係
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「
飯
山
市
中
学
校
統
合
計
画
」
を
策
定

 

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
新
た
な
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

市
で
は
、
現
在
３
校
あ
る
中

学
校
を
２
校
に
統
合
す
る
こ
と

な
ど
を
基
本
と
し
た
「
飯
山
市

中
学
校
統
合
計
画
」
を
３
月
に

策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
の
12
月
に
飯

山
市
中
学
校
統
合
推
進
委
員
会

か
ら
石
田
市
長
並
び
に
市
教
育

委
員
会
へ
報
告
の
あ
っ
た
中
学

校
統
合
計
画
（
案
）
に
基
づ
き
、

中
学
校
の
統
合
に
際
し
基
本
と

な
る
事
項
に
つ
い
て
内
容
を
ま

と
め
策
定
し
た
も
で
す
。

　

今
年
度
は
、
引
き
続
き
推
進

委
員
会
検
討
部
会
に
て
関
連
す

る
事
項
に
つ
い
て
検
討
す
る
と

と
も
に
、
校
名
や
校
歌
等
も
決

定
す
る
予
定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
市
教
育
委
員

会
事
務
局
子
ど
も
課 

学
校
教
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　「飯山の自然・文化・歴史をとおして、人情豊か
な地域とのふれあいの中で夢を抱き、確かな学力と、
たくましく心豊かな生徒の育成を目指し、幅広く学
びの機会が与えられる学校づくりを進めること。」を
理念に、地域社会・保護者・学校・行政が連携して
計画を推進します。
①現在３校ある中学校を２校に統合します。
②再編する２校は、地域の特性を活かした新たな
学校づくりを目指します。
③再編する２校は、“第一中学校校舎・校地(Ａ校 )”、
“ 飯山照丘高等学校校舎・校地(Ｂ校 )”を活用します。
④通学区域は現小学校区として、次のとおりとします。
　Ａ校：秋津、飯山、木島小学校
　Ｂ校：泉台、常盤、戸狩、岡山、東小学校
⑤統合再編する時期は、平成 22 年 (2010 年 )４
月とします。

計画の骨子

戸
籍
・
住
民
票
の
申
請
時
に

本
人
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
5月1日 から

　

市
役
所
で
戸
籍
・
住
民
票
を

申
請
さ
れ
る
際
、
５
月
１
日
か

ら
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
の
身
分
証
明
書
に
よ
る

本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

戸
籍
や
住
民
票
は
、
親
子
関

係
や
結
婚
し
た
こ
と
な
ど
個
人

情
報
が
記
載
さ
れ
た
大
切
な
も

の
で
す
。
し
か
し
近
年
は
、
な

り
す
ま
し
な
ど
に
よ
る
不
正
な

交
付
請
求
や
、
他
人
に
よ
る
虚

偽
の
届
出
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
不
正
な
請
求
な

ど
を
な
く
す
た
め
に
次
の
よ
う

に
法
律
で
定
め
ら
れ
、
５
月
１

日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

提
示
い
た
だ
く
書
類

◇
１
点
の
み
で
よ
い
も
の

・
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド

・
運
転
免
許
証

・
パ
ス
ポ
ー
ト

・
そ
の
他
、
国
ま
た
は
地
方
公

共
団
体
が
発
行
し
た
顔
写
真
が

付
い
た
証
明
書（
学
生
証
除
く
）

◇
複
数
必
要
な
も
の

国
民
健
康
保
険
証
、
健
康
保
険

証
、
介
護
保
険
証
、
共
済
組
合

員
証
、
国
民
年
金
手
帳
、
年
金

受
給
者
証
、
写
真
な
し
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
、
そ
の
他
市
町

村
が
適
当
と
認
め
る
書
類

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
市
民
環
境
課
市
民
係
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「
２
０
０
０
万
円
住
宅
」
で
移
住
・
定
住
を
推
進
し
ま
す

雪
国
住
宅 

＋ 

土
地 

＝ 

２
０
０
０
万
円
で
マ
イ
ホ
ー
ム
を
実
現
！

　

市
で
は
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、
地
域
の
建
築

業
者
の
協
力
を
得
て
、
雪
に
対

応
し
た
住
宅
と
土
地
開
発
公
社

の
分
譲
地
等
の
住
宅
用
地
を
合

わ
せ
て
、
２
０
０
０
万
円
程
度

で
の
住
宅
建
築
を
提
案
し
、
一

層
の
移
住
定
住
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

●
住
宅
建
設
プ
ラ
ン
の
目
安

　
市
建
設
業
協
会
加
盟
の
17
社

が
提
案
す
る
、
子
育
て
世
代
を

中
心
に
４
～
５
人
の
家
族
が
住

む
こ
と
の
で
き
る
床
面
積
30
坪

前
後
、
建
築
費
１
５
０
０
万
円

前
後
の
住
宅
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
。

●
住
宅
用
地
の
目
安

　
面
積
１
０
０
坪
前
後
、
価
格

５
０
０
万
円
前
後
の
土
地
。
な

お
住
宅
用
地
が
必
要
な
方
に

は
、
土
地
開
発
公
社
の
分
譲
地
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
物
件

（
宅
地
）
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
既
に
住
宅
用
地
を
お
持
ち
の

方
は
、
住
宅
建
設
プ
ラ
ン
の
み

で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
住
宅
建
設
ま
で
の
流
れ

①
市
役
所
い
い
や
ま
住
ん
で
み

ま
せ
ん
課
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
各
社
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の
中

か
ら
直
接
相
談
す
る
業
者
・
相

談
日
を
選
ん
でい
た
だ
き
ま
す
。

②
相
談
の
結
果
、
契
約
が
決

ま
っ
た
場
合
は
、
詳
細
設
計
か

ら
完
成
ま
で
地
元
施
工
業
者
が

責
任
を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
い
い
や
ま
住
ん
で
み
ま

せ
ん
課 

移
住
定
住
係
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